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【項目評価基準表】

【評価項目】

１　指定管理者の健全性

4 回

～

評価
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平成21年4月1日

指
定
管
理
者
の
健
全
性

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか。
また、団体の財務状況や組織体制は、管理運営実績のある他施設での管理運営状況も踏まえ、良好で、健全か。

3　　特記事項
　　（問題等があった場合に、
　　その内容等を記入）

１
（悪い）

・協定、事業計画が全て実施されない
・管理運営の全てにおいて、市の指導が必要
・市の指導を受けてもなお、全く改善が図られない

指定管理者名 信州新町肉めん羊生産組合
当該指定管理者の

指定回数

指定期間 令和6年4月1日 令和11年3月31日 5年
当該指定管理者の
管理運営開始日

4
（良い）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上

3
（普通）

・協定、事業計画が予定どおり実施された

2
（劣る）

・協定、事業計画の一部が予定どおり実施されない
・管理運営の一部において、市の指導が必要

主な実施事業 めん羊の分娩、飼養、放牧を行う。

評価 評価基準

5
（優れている）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上で、指定管理者のノウハウや努力等によるところが特に
大きい

施設概要
・信州新町めん羊繁殖センター
　羊舎２棟（北棟640.98㎡、南棟293.76㎡）/管理棟58.32㎡/ワラ保管庫97.20㎡/機械格納庫56.70㎡
　堆肥舎２棟（北棟64.80㎡、南棟50.00㎡）/種オス棟33.48㎡/放牧施設9,400㎡（雑用水施設、牧草地9,400㎡、牧柵550ｍ）

施設設置目的 めん羊の分娩、飼養、放牧の場を提供することにより畜産業の活性化及び経費の安定化を図る。

基本方針等

子めん羊生産の基幹施設として、分娩時の事故防止、出生率の向上、安全・安心の農畜産物の提供を第一とし、安定した管理運営を行
う。
放牧前の施設点検、施設修理を計画的に実施するなど、安全・安心な施設管理に努める。また、放牧地では一定の草量確保ができるよ
うに肥料散布や雑草除去を実施する。

施設分類 施設貸出2型 施設利用者圏域 地域施設 利用料金制

所管課 農業政策課

構成施設

信州新町めん羊繁殖センター

令和6年度指定管理者適用施設 モニタリング評価調書
65

160505

グループ名称 信州新町めん羊繁殖センター

指定管理者名 信州新町肉めん羊生産組合 法人番号



２　施設の有効活用 No.

令和5年度 対前年比 評価

39,117 99%

　

　

　

　

　

　

区分

市指定事業

自主事業

３　利用者評価

区分 評価

65-2

サービス維持・
向上の取組み

（広報等）

利
用
者
評
価

内容

利
用
者
要
望
把
握

(1) 利用者要望把握方法 聞き取り

3

(2) 調査、会議等の内容

・めん羊駆虫検査や組合の総会時に、随時聞き取りを行っている。

(3) 調査、会議等の結果

・施設の老朽化による修繕要望あり

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情
等

(1) 良好とする評価

・めん羊の個体別にきめ細かな管理を行っており、特に子めん羊については、出荷時期に良質で重量もとれる個体となるよう、徹底
した飼養管理を行っている。

(2) 苦情・改善等の要望事項

・畜社内の柵が一部破損し羊が怪我をする恐れがある。
・牧場出入口の門扉施錠箇所が経年劣化により一部破損

≪対応措置≫

・畜社内の柵破損個所について、安全面を考慮し早期修繕を行う。
・牧場出入口の門扉施錠箇所について、破損個所の修理を行う。

事
業
実
施
内
容

協定内容・指定管理者提案 追加事業、未実施事業及び未実施の理由

・信州新町めん羊繁殖センターの運営管理に関すること
・信州新町めん羊繁殖センター施設及び設備の維持管理に関すること

（特記事項）

65

施設利用状況
（利用者数、件

数、稼働率など）

利用区分等 単位 令和3年度 令和4年度 令和6年度

めん羊の飼養頭数（延べ） 頭 31,418 34,684 38,708

3



４　事業収支 No.

評価

項目 金額 金額 項目

利用料金 360,000 使用料

指定管理料 雑(納付金)

委託料 行政財産目的外使用料

販売収入等 貸付料

その他収入 その他

計 360,000 0 計

人件費 指定管理料

設備管理費 130,000 委託料

備品購入費 需用費

修繕費 30,000 役務費

光熱水費 100,000 291,703 使用料・賃借料

事業費 20,000 675,096 修繕費

事務経費 80,000 工事請負費

本社経費 備品購入費

その他 その他

計 360,000 966,799 計

収入

支出

自主事業損益 0

損益 差引

５　管理運営全般 　※ すべて　　　で、「３」。「４」「５」とする場合は、評価理由欄に理由を記載してください。

区分 チェック欄 評価

65-3

3

配置実績
（うち市内雇用職員数）

信州新町肉めん羊生産組合　２戸

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 使用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品はⅠ種、Ⅱ種を明確にし、それぞれ台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが遅滞なく提出されたか

本社経費が、計画額と実績額で異なる理由

管
理
運
営
全
般

確認内容

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が、適正で有効に配置されているか

平等利用

経理

施設・備品の
維持管理

セルフモニ
タリング等

0 3,842 -966,799 -351,103

人件費比率【人件費(賃金等)／令和6年度指定管理者事業支出】(支出に占める人件費の割合) 0.0%

自主
事業

収入

支出

自主事業損益 0

計 383,238 計 351,103

本社経費 備品購入費

その他 その他

事業費 4,356 修繕費 59,400

事務経費 76,820 工事請負費支出

人件費

歳出

指定管理料

収入

利用料金 387,080

修繕費 役務費

光熱水費 131,663 使用料・賃借料 291,703

設備管理費 170,399 委託料

備品購入費 需用費

販売収入等 貸付料

その他収入 その他
歳入

使用料

指定管理料 雑(納付金)

計 387,080 計 0

65

事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（令和6年度） 市の収支

年度計画額 収支実績額 令和6年度決算 令和5年度決算（前年度）

3

項目 金額 項目 金額

委託料 行政財産目的外使用料



６　危機管理体制 No.

区分 チェック欄 評価

個人情報保護

７　地域連携

評価

【総合評価】

評価

3

3

3

3

3

3

3

次年度の目標・
取組み等

（施設所管課）

・めん羊繁殖センターの利用料収入の安定を図り、施設管理における収支バランスを安定させる。
・引き続き家畜防疫対策を遵守し、家畜伝染病の発生防止対策を厳守する。

65-4

評価理由

・信州新町肉めん羊生産組合は、当施設の運営管理において長年の実績がある。また、めん羊繁殖の技術的なノウハウも豊富なこと
から、繁殖におけるリスク軽減等、めん羊農家への技術支援にも寄与している。
・伝染病といった家畜防疫の観点からも、家畜保健衛生所と連絡を密にしながら飼養基準を遵守し、施設の衛生に努める等、安心で
きる運営管理を実施している。

取組み・改善案等
（施設所管課）

前年度からの課題 改善状況 改善案等（改善されていない場合）

総
合
評
価

評価項目 得点 総合評価

指定管理者の健全性

管理運営全般 12

危機管理体制 12

地域連携 6

6
合計得点

施設の有効活用 12

利用者評価 6

60
事業収支 6

地
域
連
携

地域の声を聞く体制や、協働で地域貢献ができる運営であったか。市内雇用や市内事業者から物品を購入する等、地域を活用した管理運営
であったか。障害者就労施設等からの物品及び役務の調達に努めたか。

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

3

協定内容・指定管理者提案 追加された内容、未実施の内容及びその理由

・地元業者を活用した維持管理や物品の調達を積極的に実施した。

　※ すべて　　　で、「３」。１ヵ所でも空欄の場合は「１」。「４」「５」とする場合は、
     評価理由欄に理由を記載してください。

65

危
機
管
理
体
制

確認内容

安全対策

1 危機管理マニュアルなどが整備されているか

3

2 危機管理マニュアルなどの内容が職員に周知されているか

緊急時対
応、体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

基準値

0

1

2

3

4

5

者の健全

性

施設の有

効活用

利用者評

価

事業収支
管理運営

全般

危機管理

体制

地域連携

指定管理者の健全性

基準値



No.

　① 評価理由

・預託頭数も多少の増減はあるものの、施設管理に係る収支バランスを維持できている。
・めん羊の繁殖、飼養においても、事故や病気もなく安全に施設管理が行われた。

　② 次年度以降の取組み

・繁殖の継続、健全な羊の肥育を実施していく。
・市や県の協力のもと、計画的な種雄の確保を図る。
・飼養支援を行い出生率の増加を図る。

65-5

　③ その他

(2) 指定管理者業務実施上の課題

・施設内の柵や扉など経年劣化による傷みが見受けられ、年々損傷個所が増えてきていて、安全性の高い飼育環境の維持が困難になってきている。
・出生率が若干現象傾向にあり、飼養管理等の技術的な課題があげられる。
・近年、繋がりのある農家の離農や出生率低下など様々な要因から安定的な種雄の確保が難しくなってきている。

(3) 総合評価 評価基準
【A】計画や目標を大きく上回る　【B】計画や目標を上回る　　　【C】計画や目標どおり
【D】計画や目標を下回る　　　　【E】計画や目標を大きく下回る

指定管理者
自己総合評価 C

指定管理者自己評価

(1) 今年度の取組みに対する評価

　① サービス向上に向けての取組み

・繁殖施設としての役割を十分確保するため、種雄の維持・更新を行い、近親交配の防止を図った。
・伝染病等予防の観点から、施設内の清掃と外部からの立ち入りを制限するとともに、消石灰の設置、手指消毒等により、外部からのウイルスの侵入防止を
徹底した。
・随時、施設内の危険個所を点検し、めん羊の飼育における事故等の防止に努めた。

　② 業務の効率化に対する取組み

・群れごとに管理することにより、労力、スペース等の効率化を図った。
・施設内の整理整頓に努め、迅速に異変に気付くよう安全対策を図った。

【指定管理者自己評価】 65


